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三菱重工環境・化学エンジニアリング㈱

2018年度

評価・換算差額等合計 △ 28,487,700

電 話 等 施 設 利 用 権 1,896,943

そ の 他 資 本 剰 余 金 100,000,000ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産 合 計 547,866,198

100,000,000

繰 越 利 益 剰 余 金 16,155,300,660

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

214,362,157

保 証 金 470,929,308 株 主 資 本 合 計 32,783,442,772

資 産 合 計 53,014,110,880 負 債 ・ 純 資 産 合 計 53,014,110,880

別 途 積 立 金 10,000,000,000

投 資 有 価 証 券 211,799,601

そ の 他 利 益 剰 余 金

投資その他の資産合計 5,713,347,771

固 定 資 産 合 計 6,472,304,844 純 資 産 合 計 32,754,955,072

長 期 貸 付 金 221,762,504

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産 3,198,629,319

関 係 会 社 株 式 1,551,001,978 利 益 剰 余 金 合 計 26,255,300,660

資 本 剰 余 金

建 設 仮 勘 定 16,140,295

評価・換算差額等59,225,061

その他有価証券評価差額金 △ 28,487,700

1,000,000,000

資 本 剰 余 金 合 計 5,528,142,112

資 本 準 備 金 5,428,142,112

【 純 資 産 の 部 】有 形 固 定 資 産 合 計 211,090,875

株 主 資 本無 形 固 定 資 産
資 本 金

投資その他の資産

電 話 加 入 権 8,289,960

ソ フ ト ウ ェ ア 323,317,138

貸 借 対 照 表

2019年3月31日現在

（単位：円）

資           産           の           部 負   債   及   び   純　資　産   の   部

科 目 金 額 科 目 金 額

未 払 金 1,617,189,660

現 金 及 び 預 金 263,732,699

預 り 金

319,448,195

未 払 費 用 297,078,682

未 払 法 人 税 等 88,512,200

2,023,230,426

未 払 事 業 所 税 16,753,900

未 払 消 費 税

46,541,806,036流 動 資 産 合 計

31,248,439立 替 未 収 入 金

208,021,475仕 掛 品

30,337,237

リ ー ス 債 務 637,632売 掛 金

【 資 産 の 部 】 【 負 債 の 部 】
流 動 資 産 流 動 負 債

受 取 手 形 5,572,800

買 掛 金 8,264,228,296

電 子 記 録 債 務

38,952,367,858

18,163,651,303

受 注 工 事 損 失 引 当 金

269,980,859部 品

248,539,552前 渡 金

71,030,000

1,294,128,239

短 期 貸 付 金 6,591,113,061

前 受 金 2,299,768,454仮 払 金 33,483,522

前 受 収 益 37,855,400貸 倒 引 当 金 △ 62,254,229

有 形 固 定 資 産
リ ー ス 債 務

1,874,482,982

保 証 工 事 引 当 金

流 動 負 債 合 計
固 定 資 産

20,259,155,808

2,095,504,505

長 期 未 払 金

固 定 負 債
1,487,808建 物 70,506,856

退 職 給 付 引 当 金 2,022,986,697

工 具 器 具 備 品 95,549,324

構 築 物 244,728

機 械 装 置 26,681,672

固 定 負 債 合 計
リ ー ス 資 産 1,968,000 負 債 合 計



2018年度

16,331,673,184

6,099,123,697

770,026,106

11,889,438,917

10,232,549,487

8,476,921,781

雑 収 益

為 替 差 益 141,549,500

745,922,906

当 期 純 利 益

539,303

609,082営 業 外 費 用 合 計

経 常 利 益

支 払 利 息

営 業 外 収 益

69,779

営 業 外 収 益 合 計

販売費及び一般管理費

1,657,498,512

損 益 計 算 書

2018 年 4 月 1 日 か ら

2019 年 3 月 31 日 ま で

（単位：円）

51,607,593,181売 上 高

三菱重工環境・化学エンジニアリング㈱

売 上 原 価

売 上 総 利 益

営 業 外 費 用

1,038,026,200

2,374,490,936

11,889,438,917

法 人 税 等 調 整 額

法人税，住民税及び事業税

税 引 前 当 期 純 利 益

雑 損 失

35,275,919,997

営 業 利 益

受取利息及び配当金



三菱重工環境・化学エンジニアリング㈱

2018年度 （単位：円）

1,000,000,000 5,428,142,112

当 期 変 動 額 合 計 - - 

25,478,378,879

△ 1,290,684,138

32,006,520,991 32,356,400

当
期
変
動
額

- 

評価・換算差額等

評価差額金

当 期 首 残 高 26,769,063,017 33,297,205,129 32,356,400

株 主 資 本

利益剰余金合計 株主資本合計
その他有価証券

当 期 純 利 益

当 期 末 残 高

△ 28,487,70032,783,442,77226,255,300,660当 期 末 残 高

△ 60,844,100△ 60,844,100776,921,781776,921,781当 期 変 動 額 合 計

8,476,921,781当 期 純 利 益

100,000,000 10,000,000,000 15,378,378,879 25,378,378,879

会計方針の変更による 累積的影響額 - △ 1,290,684,138 △ 1,290,684,138

会計方針の変更を反映 した当期首残高 1,000,000,000 5,428,142,112 100,000,000 5,528,142,112

当
期
変
動
額

会計方針の変更による 累積的影響額

会計方針の変更を反映 した当期首残高

△ 1,290,684,138

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ）

- 

8,476,921,781

- 剰 余 金 の 配 当 △ 7,700,000,000 △ 7,700,000,000

△ 60,844,100- - 
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ）

- 

100,000,000 10,000,000,000 16,155,300,660100,000,000 5,528,142,112

8,476,921,781

26,155,300,660

8,476,921,781

- 

776,921,781 776,921,781- - - - 

10,000,000,000 16,669,063,017 26,669,063,017当 期 首 残 高 1,000,000,000 5,428,142,112 100,000,000 5,528,142,112 100,000,000

△ 7,700,000,000剰 余 金 の 配 当 - △ 7,700,000,000

利益準備金
そ の 他 利 益 剰 余 金

資本剰余金 合 計 別途積立金 繰越利益剰余金 その他利益剰余金合計

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

2018年4月1日から

2019年3月31日まで

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金
その他 資本剰余金

△ 60,844,100

716,077,681

32,754,955,072

純資産
評価・換算差額等

合　計
合計

33,329,561,529

△ 7,700,000,000

8,476,921,781

32,356,400

- 

32,356,400

△ 1,290,684,138

32,038,877,391

△ 28,487,700

△ 60,844,100



【重要な会計方針に係る事項に関する注記】

1. 有価証券の評価基準及び評価方法

評価基準・・・・・時価法（決算日の市場価額）

          評価方法・・・・・移動平均法

評価差額金・・・・全部純資産直入法

評価基準・・・・・原価法

及び関係会社株式 評価方法・・・・・移動平均法

2. 棚卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準・・・・・原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)

評価方法・・・・・個別法

評価基準・・・・・原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)

評価方法・・・・・移動平均法

3. 固定資産の減価償却方法

(1) 有形固定資産(リース資産を除く)・・・・・定額法

(2) 無形固定資産(リース資産を除く)・・・・・定額法

    自社利用ソフトウエアに関しては、社内における利用可能期間

    (5年)に基づく定額法

(3) リース資産・・・・・リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

4. 引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

金銭債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実積率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 保証工事引当金

工事引渡後の製品保証費用の支出に備えるため、過去の実績等を基礎に将来の製品保証費用を見積り、

計上しております。

(3) 受注工事損失引当金

受注工事の損失に備えるため、未引渡工事のうち当事業年度末で損失が見込まれ、かつ、その金額を合理的に

見積ることができる工事について、翌事業年度以降に発生が見込まれる損失を引当計上しております。

なお、受注工事損失引当金の計上対象案件のうち、当事業年度末の仕掛品残高が、当事業年度末の未引渡工事の

契約残高を既に上回っている工事については、その上回った金額は仕掛品の評価損として計上しており、受注工

事損失引当金には含めておりません。

(4) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当事業年

度末において発生していると認められる額を計上しております。

過去勤務費用及び数理計算上の差異については、発生時にそれぞれ一括費用処理することとしております。

5. 収益及び費用の計上基準

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2018年3月30日）及び「収益認識に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第30号 2018年3月30日）を適用している。

6. 消費税等の処理方法

個別注記表

その他有価証券（時価のあるもの）：

その他有価証券（時価のないもの）：

仕 掛 品 ：

部 品 ：



税抜方式によっております。

7. 連結納税制度の適用

三菱重工業株式会社を連結親法人とする連結納税制度を適用しております。

【会計方針の変更等】

1. 有形固定資産の減価償却方法の変更

当社の有形固定資産の減価償却の方法は、従来、建物（建物附属設備を除く）以外は定率法を採用しておりましたが、

2018年4月1日より定額法に変更しております。

これは、三菱重工業株式会社のグループ会計方針の統一を契機に見直した結果、当社の有形固定資産が概ね耐用年数内で

安定して稼働する状態であることを踏まえ、資産取得により生じたキャッシュ・アウトフローを耐用年数に亘って規則的

に費用として配分する方法として、定額法を用いることがより適切と判断したものです。

この変更による影響額は、軽微となります。

2. 「収益認識に関する会計基準」及び「収益認識に関する適用指針」の適用

当社は「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2018年3月30日）及び「収益認識に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第30号　2018年3月30日）を、当事業年度より適用しております。

この基準は、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財またはサービスと交換に受け取ると

見込まれる金額で収益を認識することを要求しております。

収益認識に関する会計基準等の適用については、収益認識に関する会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱い

に従い、当事業年度の期首から新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を繰越利益剰余金に加減算しており

ます。

これにより、売上高が4,074,697,225円増加し、売上原価が2,052,334,484円増加しております。この結果、営業利益、

経常利益、税引前当期純利益は、それぞれ2,022,362,741円増加しております。

また、繰越利益剰余金の当期首残高は、1,290,684,138円減少しております。

【表示方法の変更に関する注記】

「税効果会計に係る会計基準」の一部改正の適用に伴う変更

「税効果会計に係る会計基準」の一部改正（企業会計基準第28号　2018年2月16日）を、当事業年度より適用し、

繰延税金資産は「投資その他の資産」の区分に表示し、繰延税金負債は「固定負債」の区分に表示する方法に変更

しております。

【貸借対照表に関する注記】

1. 担保に供している資産及び担保に係る債務

関係会社株式　441,000,000円（根質権の設定）

益田エコクリエイション株式会社の金融機関借入金　556,031,255円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 ： 円

担保に供している資産：

担 保 に 係 る 債 務 ：

750,861,782



3. 保証債務

下記の会社が負う金融機関等からの借入債務に対し、保証を行っております。

株式会社バイオマスパワーしずくいし 円

4. 関係会社に対する金銭債権・金銭債務

【損益計算書に関する注記】  

関係会社との取引高

【株主資本等変動計算書に関する注記】

1. 発行済株式の種類及び数

普通株式 株

2. 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

①2018年6月27日開催の定時株主総会において，次の通り決議しております。

円

円

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度以降となるもの

2019年6月27日開催の定時株主総会において、次の通り決議する予定であります。

円

円

　なお、配当の原資は、利益剰余金とする予定であります。

【税効果会計に関する注記】

繰延税金資産の発生の主な原因は、保証工事引当金・受注損失引当金・退職給付引当金の否認額等であり、

関係会社株式を売却したことによる連結納税下の繰延譲渡益による繰延税金負債と相殺表示しております。

【金融商品に関する注記】

1. 金融商品の状況に関する事項

当社は、資金運用については親会社の三菱重工業株式会社が運営するキャッシュ・マネジメントシステムに対する

短期貸付金に限定しております。また、当社は借入は行っておりません。

受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規定に沿ってリスク低減を図っております。

投資有価証券は株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行っております。

2,161,717,778 円仕 入 高 ：

営業取引以外の取引： 753,100,397 円

100,000

基 準 日 2019 年 3 月 31 日

配 当 金 の 総 額 7,700,000,000

一株当りの配当額 77,000

基 準 日 2018 年 3 月 31 日

配 当 金 の 総 額 5,750,000,000

効 力 発 生 日 2018 年 6 月 29 日

一株当りの配当額

長 期 金 銭 債 権 ： 221,762,504 円

売 上 高 ：

短 期 金 銭 債 権 ： 1,196,036,801 円

短 期 金 銭 債 務 ： 2,987,343,305 円

20,275,200

3,828,751,034 円

57,500

2019 年 6 月 28 日効 力 発 生 日



2. 金融商品の時価等に関する事項

2019年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の通りであります。

(1) 売掛金

貸倒引当金（*2）

売掛金（純額）

(2) 短期貸付金

(3) 投資有価証券

　　その他有価証券

(4) 買掛金

(*1) 負債に計上されているものについては、(　)で示しております。

(*2) 売掛金については、対応する貸倒引当金を控除しております。

(注1) 金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

(1)売掛金及び(2)短期貸付金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(3)投資有価証券

　時価について、上場株式は、市場価格によっております。

(4)買掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(注2) 関係会社株式(貸借対照表額1,551,001,978円)は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積ること

等ができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、上記には含めておりません。

【収益認識に関する注記】  

収益

当社は、製品の販売及び工事の実施・役務の提供を行っております。

　・製品の販売

顧客が当該物品に対する支配を獲得する物品の引渡時点において主として履行義務が充足されると判断しており、

通常は物品の引渡時点で認識しております。

　・工事の実施・役務の提供

契約で約束した財又はサービスに対する支配を契約期間にわたり顧客へ移転するため、履行義務の完全な充足に

向けての進捗度に基づき収益を認識しております。

進捗度は、履行義務の充足を描写する方法により測定しており、主に、一定の期間にわたり履行義務の充足のため

に発生したコストが、当該履行義務の充足のための予想される総コストに占める割合に基づき見積っております。

【関連当事者との取引に関する注記】

1. 親会社及び法人主要株主等

間接 100%

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注）価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案し、価格交渉の上で決定しております。

2. 子会社及び関連会社等

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

(単位：円)

貸借対照表計上額
(*1)

時　　価
(*1)

差　　額

(62,254,229)

38,890,113,629 38,890,113,629 -

取 引 の 内 容

-
211,799,601 211,799,601 -

38,952,367,858

6,591,113,061 6,591,113,061 -

(8,264,228,296) (8,264,228,296) -

（単位：円）

科 目

親会社
三菱重工業
株式会社

グループ経営支援・
役務の受入及び提
供・製品の購入及び
販売等

連結納税に伴う支払
予定額

1,594,314,183 未 払 金 1,594,314,183

種類 会社等の名称
議決権等の
所有（被所
有）割合

関連当事者との関係
（注）

被所有

取引金額 期末残高



3. 兄弟会社等

親会社

の

子会社

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注）親会社が運営するCMS（キャッシュ・マネジメント・システム）における取引であります。

【一株当たり情報に関する注記】

1. 一株当たりの純資産 327,549円 55銭

2. 一株当たりの当期純利益 84,769円 22銭

【重要な後発事象に関する注記】

該当はございません。

9,526,242 ― ―

なし 資金の貸付等

（単位：円）

資金の貸付・回収
(注)

8,504,648,868 短期貸付金 6,591,113,061

利息の受取(注)

種類 会社等の名称
議決権等の
所有（被所
有）割合

関連当事者との関係 取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

ｴﾑ･ｴｲﾁ･ｱｲ
ﾌｧｲﾅﾝ株式
会社




